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1月12日より、小中学生スポーツクラブ
が始動しました。女子サッカーと男子硬
式テニスの２種目を、職員が子供たちと
楽しみながら進めていきます。テニスは
14人、サッカーは5人のクラブチームでス
タートです。活動は土日で、場所は埴生小
学校または羽曳野中学校。みんな来てね！

　先日、教育とスポーツに関する印象的な記事を目にしました。
　帝京大学ラグビー部が大学日本一４連覇を果たした記事。強豪
校には珍しい、高校教員からの転身である監督による「強いだけ
でなく社会で生きる力を鍛えよう」という指導が浸透し、部の雰
囲気ががらりと変わった。試合前の相手の校歌が流れる間、試合
に出る選手22人はもちろん、観客席の部員までが背筋をしっか
り伸ばして敬意を示す。ポケットに手を突っ込む部員などいない。
人づくりから実践され、チームが結果を残し、また人間性が向上
する。そんなプラスの連鎖が常勝を生んでいるのだといった内容
でした。
　スポーツをする上で「勝利」は、最終の目的ではなく「人が育つ」
という本来の目的のための手段でしかないとおっしゃってるのだ
と感じました。
　本市では、1月12日から、「羽曳野市小・中学生スポーツクラ
ブ活動事業」を開始しました。学校のクラブ活動にはない男子硬
式テニスと女子サッカーに、市内全域から参加してくれています。
技術の向上はもちろん、子ども達の健康づくり、仲間づくりがで
きるよう、市職員が指導員となって活動しています。
　地域スポーツクラブならではの、自主性や自立性、そしてなに
よりスポーツから得られる最も基本的な価値である「楽しさ」を

大切にして、実施していきたいと思
います。
　たくさんの子ども達が参加してく
れることを期待しています。

羽曳野市長 北川 嗣雄

Join us!


